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概要 

 

本稿では，Martinez-Pardina (2006, Review of Economic Design) のモデルを用いて，費

用と情報構造の両方の点で非対称な入札者(既存事業者と新規参入者) が存在する入札市場

を分析する．最初に，官公庁の電力調達入札データを用いて，上記の理論モデルに基づい

た形で，市場参加者の供給費用に関する構造推定を行う．次に，推定結果を用いて，電力

の小売市場における自由化の帰結に関する分析と市場参加者の厚生水準への影響をみる．

具体的には，優遇率の導入および潜在的入札参加者の増加という競争促進措置を導入する

シミュレーションを行った．分析の結果，競争促進処置は，直接的に新規参入者の入札参

加率を引き上げる方向での影響は小さいことが示される．一方，既存事業者である電力会

社への効率化圧力としては機能し，消費者余剰あるいは社会的余剰といった厚生水準の引

き上げや，入札時に生じうる，高費用応札者による落札という意味での非効率配分の解消

につながる可能性があることが示唆される． 
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